Measures to prevent unintentional transport of alien species by the expedition to Minami-Iwo-To Island by 加賀 芳恵 & 佐々木 哲朗
南硫黄島調査における外来生物の拡散防止対策
加賀芳恵1*、佐々木哲朗1
Measurestopreventunintentionaltransportofalienspeciesbytheexpeditionto
Minami-Iwo-ToIsland
YoshieKAGAi*,TetsuroSASAKIl
1.特 定 非 営 利 活 動 法 人 小 笠 原 自 然 文 化 研 究 所(〒100-2101東 京 都 小 笠 原 村 父 島 西 町)
InstitUteofBo血ology,NPO,Nishi-Machi,Chichij㎞a,Ogasawara-mura,Tokyo,100-2101
*kaga@ogasawara.orjp(authorf()rcorrespondence)
要旨
2007年に実施 された南硫黄島自然環境調査では小笠原諸島において外来生物の拡散防止
を目的 とした本格的な検疫が初めて行われた。今回の調査での検疫作業は2007年の方法を
ベースとしたが、当時無かったクリーンルームや煉蒸室等を備えた常設の検疫施設である小
笠原世界遺産センターを活用 した。物資は手配できるものは新品を用意 し、再利用物資につ
いては凍結処理、高温処理、エタノール洗浄、海水洗浄等の処置を行い、全ての物資に関し
て処置内容を記録するチェックリス トを作成 した。また、クリーンルーム ・ダーティルーム
の稼働、船舶内の昆虫類 ・ネズミ類駆除を実施 した。検疫作業は調査隊内部 と外部に検査官
を設置 して行った。本報告では運用の詳細を記述 し、課題の整理 を行った。
キーワー ド
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1.目的
南硫黄島は火山列島に位置しており、これまで人間の定住した記録がなく、原生自然環境
保全地域の立入制限地区に指定されている無人島である。小笠原諸島の中で最も原生的な自
然生態系が維持されており、これまで行われた3回の調査では南硫黄島固有の生物も多く記
録されている。「世界遺産推薦地小笠原諸島 管理計画」においては原生的な自然環境として
極力人為的影響の可能性を回避する必要があるとされている。よって、調査を実施する際に
は計画的な外来種対策の実施が不可欠である。
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今回の調査では
・内地か ら父島
・父島か ら南硫黄島
・南硫黄島か ら父島
の3区 間における生物の拡散防止を目的とし、調査隊員の運搬す る物資と南硫黄島で得 られ
たサンプル類に対 して防疫 ・検疫措置を実施 した。方法は2007年に実施 された南硫黄島自
然環境調査における生物持込の防止対策(加藤ほか2008)をべ一スとした。
2.基本方針
2-1.目的
環境調査を実施する南硫黄島に、物資の出発地である本土および父島からの生物の拡散を
防止する。同様に、南硫黄島から、父島への生物の拡散 を防止す る。
2-2.対象
検疫対象 とす る生物群は植物(種 子等)及 び動物(哺 乳類、爬虫類、鳥類をは じめ とし、
昆虫類、多足類、クモ類等の人間による目視で認識可能な分類群)と する。
検疫対象に目視できない菌類全般を追加する事が可能か、事前に国立科学博物館植物研究部
の保坂氏に聞き取 りを行った。その結果、菌類等の完全な滅菌を行 うのに必要 とされる乾熱
滅菌やオー トクレープ滅菌、紫外線 を使用した滅菌に関しては今回使用す る物資では高温 ・
劣化に耐え得る物がごく限られ、ガンマ線滅菌に関しても設備も整ってお らず、ガス燃蒸も
資格を有する人間による実施が必要であることがわか り、今回実施する世界遺産センターに
おいては現実的に困難であると判断 した。
特に注意を要する生物
今回対象 とす る生物の うち、侵略的外来種 として知られるネズミ類、グ リーンアノール、
陸生プラナ リア類は南硫黄島へ侵入 した場合 に生態系にとって壊滅的なダメージを与える
恐れがある。
また、物資への侵入 リスクが特に高く、注意の必要な生物 として、イエシロアリとツヤオ
オズア リが挙げられる。イエシロアリは調査時期 とスウォーム(婚姻飛行)の発生時期が重
なってお り、物資の保管場所への夜間の侵入を防止する必要がある。ツヤオオズアリは現在
父島の市街地で多く営巣 してお り、物資を保管する施設の周囲の状況を確認 し、営巣があっ
た場合駆除を行 う必要がある。これ らの生物種は特に注意を要するため、意識 して検疫作業
にあたった。
2-3.対策のポイン ト
今回拡散防止対策を実施するにあた り、特に以下の項 目を実施することで対策を強化 した。
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防疫方法のカテゴリー化
移動する全ての物資に対 して防疫を実施する。防疫方法は、1)未 開封新品使用、2)凍
結処理、3)高 温処理(焼却含む)、4)エタノール洗浄、5)海 水洗浄、6)そ の他のカテ
ゴリーに分類 し、各カテゴリーは 目視検疫とセッ トで行った。
チェックリス トの作成
移動する全ての物資をリス ト化 し、前述の防疫カテゴリー と、処置の実施の有無をチェッ
クした。
クリーンルーム、ダーティルームの稼働
目張 り、清掃、燃蒸 した部屋を確保 し、調査前後における物資の検疫および一時保管場所
とした。
船舶の防疫
物資や隊員を運搬する船舶は、出港以前において、粘着シー ト式 トラップによってネズミ
類および昆虫類の駆除を実施 した。
検査官の設置
対策1～4実 施に際 して、検疫作業に立会 う検査担当者をプロジェク トメンバーの内部 と
外部に1人ずつ定める。外部検査担当者は環境省小笠原自然保護官事務所首席保護官へ依頼
し、防疫プロ トコルの説明、チェックリス トの提出、ク リーンルームおよびダーティルーム
運用時の現場説明を実施 した。
世界遺産センターの使用
2017年5.月に世界遺産センターが開館 し、この施設は検疫設備(属島で使用する物資保管
のためのクリーン倉庫、-25℃まで冷却可能な冷凍庫)を有 しているため、今回の調査ではこ
の施設を初めて使用 した。
3.検疫の仕組み
3-1.検疫の概略
ここでは今回実施 した検疫全体の概略にっいて述べたい。
検疫の対象物はの隊員の装備や機材等の物資 と南硫黄島から持ち帰るサンプル類に大別 さ
れる(図1)。
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検疫対象
物資
(個人装備・共通装備・NHK機材等)
サンプル
(土壌サンプルを含む}
図1.本 調 査 に お け る 検 疫 対 象
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図2.物 資 の 移 動 経 路
Figure2.Travelingrouteofgoods
図2は物資の移動経路を示したものである。物資の多くは内地から父島へ運ばれ(一部母島
から参加する隊員の物資は母島から父島へ)、父島で検疫を実施した後に南硫黄島へと持ち
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込まれる。南硫黄島か らは使用済みの物資やゴミとともに調査で得 られたサンプル類が持ち
帰 られることとなる。
父島と南硫黄島間の往路 ・復路における物資の詳 しい処理内容は図3・図4に示す。
毬 内地.母島 ・
・発送の前に各隊員による目視検疫の実施
・梱包の際密封し、中の袋に防疫力テゴリの記入
殴[ノ
＼7
父島1
物資の検疫処理
・カテゴリ(未開封新品使用、凍結処理、高温処理、エタノール洗浄、海水洗浄)に応じて
検疫処理を実施
・物資を密閉
物資をクリー ン倉庫へ保管
物資の船への積込
・物資を積んだ荷台をブルーシートで覆い、移動中の生物混入を防止する
荷揚量 上陸
・荷揚げ時に海水を経由させ、付着生物を洗浄し、動物を死滅させる
〆 、
南硫黄島
・物資の入った発泡スチロールやクーラーボックスの開閉を最小限とする
・空になったペットボトルの容器は生物の侵入を防止するために潰した後蓋をする
殴 ノ
図3.物 資 の 往 路 に お け る 処 理 工 程
Figure3.Process血gstePsintheoutl)oundcourseofgoods
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図4.物 資 の 復 路 に お け る 処 理 工 程
Figure4.ProcessingzstePsintheretumingcourseofgoods
3-2.世界遺産センターにおける各部屋の役割
世界遺産センターには部屋が多く、各部屋を用途ごとに使い分けることとなった。図5に
部屋の図面と各部屋の名称、用途を示す。
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図5.世 界 遺 産 セ ン タ ー の 部 屋 ご と の 役 割
Figure5.DistinctiveuseofroomsofWorldHeritageCenter
また、南硫黄島への出発前に父島へ届いた荷物の搬 入、出発時の搬出、南硫黄島調査を終
えて父島へ帰島した際の荷物の搬入出の3つの場面において使用する通路が同じ経路になら
ないように使い分けた。以下の図6～8に各場面における経路を示す。
1物資搬入時の経路1
図6.世 界遺産セ ンターへの物資搬 入時の経路
Figure6.Routef()remplacementofgoodStoWorldHeritageCenter
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1物資搬出時の経路
図7.世 界遺産セ ンターか らの物資搬 出時の経路
Figure7.Routefbrcarryiロg-outgoodSfbomWorldHeritageCenter
1帰島後物資搬入出時の経路1
図8.世 界 遺 産 セ ン タ ー に お け る 帰 島 後 の 物 資 搬 入 出 時 の 経 路
Figure8.Routeforcarrying-outandingoodsatWorldHeritageCenterafterretUrningtoChich敬na
Island
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3-3.防疫カテゴリー
検疫対象 とする物品に対 し、以下の防疫カテゴリーを設定 し、物品の特性に応 じて適 した
対策を実施 した。実際の物資における適用についてはH-6「装備」を参照されたい。
表1.防 疫 カ テ ゴ リー の 種 類
Tablel.Quarantinecategory
防疫カテゴリー 内容 略称
生物混入のリスクが少ないため、目視による検疫の
未開封新品使用
みを行 う。 新
冷凍することにより動物の死滅と植物の細胞壁の破
凍結処理
壊による死滅が期待 される※。 凍
高温によりタンパク質を変成 させ、生物の死滅を目
高温処理 的とする。
植物の種子への効果がある。 熱
エタノールを用いて物資を拭き取 り洗浄する。
エタノール洗浄
目視検疫 と併せて行 う。 工
南硫黄島上陸までに海水を経由することで表面に付
海水洗浄
着 した生物の洗浄、動物の死滅を目的 とする。 海
未開封新品の場合には生物混入の リスクは低いと判断したが、ク リーン倉庫へ搬 入する前
には混入物がないか 目視検疫を行った。再利用物資は基本的に凍結処理を行ったが、精密機
器などに関してはエタノール洗浄とした。
※植物種子への冷凍に関 しては、現時点で効果が不明である。詳細は5-8で後述する。
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4.実施工程
この章では実際に行った検疫作業について記述する。
準備段階か ら調査終了までの一連の作業スケジュール を表2に 示す。
表2.検 疫作業の実施スケジ ュール
Table2.SchedUleofquarantineworks
日程 作業内容
5月初 頭 ～6月2日 内地・母島から参加の各隊員による物資の送付前の目視検疫・梱包作業
5月9日内地・母島から参加の隊員による物資の送付受付の開始
5月24日世界遺産センターの検疫体制の準備(清掃、目張り、ツヤオオズの駆除、空堀の設置、燥蒸)
5月25日～5月30日到着した物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫への保管
5月31日
イエシロアリ侵入を初確認
水の梱包のやり直し、目張りをマスキングテープから養生テープへ変更
6月1日～6月3日
内地・母島から参加の隊員による物資の送付の締切
到着した物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫へ保管
6月4日
イエシロアリの再侵入を確認
目張りを養生テープからダクトテープへ変更、電球を外して目張りをやり直し
6月5日
イエシロアリ少数の侵入を確認
あらかじめ父島へ来島していた隊員の物資梱包・検疫作業
6月7日
イエシロアリ用のライトトラップ設置
到着した物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫へ保管
6月9日
島内隊員の梱包・検疫作業実施
物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫へ保管
6月10日
島外隊員の父島到着
物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫へ保管
6月11日
島外隊員の梱包・検疫作業実施
物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫へ保管
6月12日
大型調査船内にダーティルームを作成
物資の検疫、梱包、クリー ン倉庫へ保管
6月13日一次隊出発
6月19日首都大施設内にダーティルームを作成
6月20日二次隊出発
6月23日
一次隊到着
使用済物資とゴミ類の冷凍、精密機器のエタノー ル処理と目視検疫
サンプルを首都大へ運搬
6月24日ゴミ類 の分 類 、クリー ンセンターへ 持ち込み
6月28日
二次隊到着
使用済物資とゴミ類の冷凍、精密機器のエタノー ル処理と目視検疫
サンプルを首都大へ運搬
6月29日
ゴミ類の分類とクリー ンセンターへの持ち込み
装備品の洗浄、片付け
4-1.内地 ・母島か ら父島
各隊員が父島へ物資を送る際、以下の対策 を実施 した。
今回の調査隊員の うち、内地および母島からの参加は16人 であった。多くの隊員の父島
到着は6月10日であ り、一次隊の出発は6.月13日であったため、事前に物資を父島へ送付
してもらい、隊員の到着までに大半の物資をクリーン倉庫へ搬 入させる必要があった。検疫
担当者を含む2～3人 で検疫作業を実施 し、隊員の到着までにク リーン倉庫へ大半の物資を
搬入しておくとい う形を取った。このため、内地および母島から父島への物資送付に際し隊
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員へ以下の作業を行 うよう指示 した。
梱包方法
○外装について:防 水バ ッグ、段ボール、コンテナ等をガムテープで隙間のないように密閉
した。
○内装について:ビニール袋(チ ャック付きビニール、ゴミ袋等)で密封 し、袋にマジックで
防疫カテゴリの記入をした。
目視検疫の実施
父島に物資を発送する前に各自目視検疫を行った。
なお、父島での物資の受け入れ期間は5.月9日～6.月3日(必着)と した。
4-2.父島か ら南硫黄島
4-2-1.クリーン倉庫における事前対策
以下の準備は全て5.月24日、3人で1日 かけて実施 したものである。
1)室内の清掃
世界遺産センター内の各部屋に掃除機 ・モ ップがけを行った。検査 ・処置室の机の上は、
クリーン倉庫へ搬入する物資の 目視検疫を行 う場所であるため、エタノール拭きをして特に
清潔な状態を保った。
2)目張 り
クリーン倉庫か ら外部へ通ずる通風孔をマスキングテープとビニールで塞いだ。また、施
設内のオガサワラハ ンミョウの飼育室に通 じている通風孔についても燃蒸 した蒸気の流入
を防ぐため同様の措置を取った。 目張 りについては5月24日 に最初の作業を行ったが、そ
の後イエシロア リの侵入があったため随時強度 ・場所の改善を行った。詳細は5-1で後述
する。
3)燃蒸
クリーン倉庫の使用前に、すでに侵入 している生物がいた場合を想定し、煙蒸を行った。
燥煙タイプの殺虫剤は警報機の鳴 らないノンスモークタイプ(ラ イオン株式会社製 バルサ
ンプロEXノ ンスモーク霧タイプ)を 使用 した。
4)ク リーン倉庫および出入口の管理
物資の搬出口である前室2の 扉の外側の石畳にツヤオオズアリが複数営巣 していたため、
ベイ ト剤を設置 し駆除を行った。
物資の搬出時以外に扉が開閉されることのないよう張 り紙 を設置し、万一開閉された場 合
に外部か らの空気が直接室内へ流れ込むことのないようビニール製ののれんを設置 した。
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クリーン倉庫に入る際には専用のス リッパを使用し、土足禁止 とした。
クリーン倉庫の入 口の ドアにクリアファイルを用いて昆虫等が登 って侵入 しないよ う空
掘を設置 し、そこにスプレー型の殺虫剤 を散布 した。
イエシロア リをはじめとした生物の飛来 ・侵入を防ぐため、施設利用の開始以降、夜間の
使用を原則 として避けた。
{一
図9.前 室2の 外扉(物 資の搬 出 口)に 設 置 したツヤオオズア リ対策 のベ イ ト剤
Figure9.BateagentSf()rPheidolemegacephaladoorofWorldHeritageCenter
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図10.ベ イ ト剤(フ マ キラー株式会社製 ウル トラ巣のア リフマキ ラー)へ 誘 引 され たツヤ
オオズア リ
FigurelO.PheidolemegacephalaattractedtobaitS
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図ll.ク リー ン 倉 庫 の 扉 に 設 置 し た 空 掘
Figurell.Protectivewallmadeofclearfilessetin丘ontofthecleanroomdoor
4-2-2.到着 した物資の検疫
5.月24日に世界遺産センターのクリーン倉庫化 を終えてから一次隊出発(6Hl3日)ま
での期間、到着 した物資の検疫 ・梱包 ・クリーン倉庫への保管作業を進めた。
図12.物資 の 目視検疫 と梱包作業
Figurel2.QuarantineandpackagingofgoodSwithvisualcheck
図13.ク リー ン倉庫へ保管 され た物資
Figurel3.Goodsstoredinacleanroom
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4-2-3.各隊員による検疫の実施
父島か ら参加する隊員は6A9日 、内地および母島から参加する隊員は6月10日 に、事
前に送付されなかった物資の検疫作業を梱包作業と同時に行った。検査 ・処置室の机を用い
て室内に作業スペースを2か所作成 し、検疫担当者 ともう一人とで隊員の作業の監督を行っ
た。また、外部検疫官(環 境省)に よる作業立会いも行った。目視検疫では隊員のカメラの
蓋等への細かい土埃の付着やポーチから植物の種子とみられるものが発見された。一
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図14.隊員 による物資 の検疫作業
Figurel4.Qua㎜t正neworkofgoodsbyresearchers
図15.検疫作業 によ り発見 ・除去 された種子
Figurel5.SeedSofplantfoundinquarantine
4-2-4.大型調査船内へのダーティルームの設置
6月12日、南硫黄島で得られたサンプルから生物が船内および父島到着後に逸出すること
を防止するため、大型調査船内にダーティルームを作成 した。室内の清掃後、マスキングテ
ープ、養生テープ、ビニールを用いて室内の隙間を塞いだ。
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図16.大型調査船 内のダーテ ィルー ム作成作業①
Figurel6.Makingadirtyroominsidetheshil)①
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図17.大型調査船 内のダーテ ィルー ム作成作業②
Figurel7.Makingadirtyroominsidetheship②
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図18.大型調査船 内のダーテ ィルー ム作成作業③
Figurel8.Makingadi質yroom㎞sidetheship③
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図19.大型調査船 内のダーテ ィルー ム扉 の貼紙
Figurel9.Posteronthedoorofdirtyroomintheship
4-2-5.首都大施設内のダーティルームの設置
6月19日、南硫黄島から持ち帰られたサンプルの処理用の部屋 として、首都大学東京の小
笠原研究施設内にダーティルームを作成 した。清掃 した後にマスキングテープ、養生テープ、
ビニールによって隙間を塞ぎ、燃蒸を行った。作業箇所が多く、人員は5人 で2時 間ほどを
要 した。
4-2-6.世界遺産センター内のダーティルームの設置
世界遺産センター内の燥蒸室を帰島後の物資検疫作業のためのダーティルームとした。室
内の清掃、 目張 りを行った後に燃蒸 した(作 業は1人 で1日寺問程度)。
4-2-7.物資の搬出 ・運搬時
6月13日の朝、世界遺産センターからの物資の搬出時には トラックの荷台に乗せた物資を
新品のブルーシー トで覆い、移動中の生物の混入 を防止 した。物資は全て厚手ビニール袋、
防水バッグ、発泡スチロールを用いて密閉された状態で搬出した。
物資の外装は南硫黄島への荷揚げ時に海水を経由することから、外装に付着 した生物を洗
い流す効果が期待された。
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図20.世界遺産セ ンター か らの物資搬 出①
Figure20.ProcurementofgoodSfromworldHeritagecenter①
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図21.世界遺産セ ンター か らの物資搬 出②
Figure21.ProcurementofgoodsfromWorldHeritageCenter②
4-2-8.大型調査船内
物資を積載す る船舶内に粘着式 トラップとベイ ト剤 を設置し、運搬中のネズミや昆虫の物
資への混入を防止 した。加えて、船内では海水による床の洗浄が常に行われた。また、停泊
中は走光性を持つ昆虫の誘引を避 けるため、夜間の照明を消した。
4-3.南硫黄島か ら父島
4-3-1.サンプル類の管理
南硫黄島で得 られたサンプル類は大型調査船内のダーティルーム内で管理が行われた。
ダーティルームか らの生物の逸出はなかったが、土壌サンプルから羽化 したハエが発生し、
ツルグレン装置上部の穴と、ロー ト部分と下に設置した受容器 との隙間から室内へ と脱出し
た。また、土壌サンプルを入れた段ボールの隙間から室内へのミナミイオウヒメカタゾウム
シの脱出が起きた。いずれも隊員により捕獲 されたが、次回は室内だけでなくサンプル側の
隙間の確認を行い、逸出を防止する必要があると言える。
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4-3-2.物資の管理
南硫黄島へ到着後、現地では物資の入った発泡スチロールやクーラーボックスの開閉を最
小限とした。また、空になったペ ットボ トルの容器は生物の侵入を防止するために潰 し、蓋
をした。
南硫黄島か ら撤収後の物資 とゴミ類は厚手ビニール袋や発泡スチロールにより密閉され
た。
4-3-3.荷揚げ ・運搬日寺
父島到着後、港か ら世界遺産センターへの移動中は トラックの荷台をブルーシー トで覆い、
物資か らの生物の逸出を防止 した。
4-4.父島到着後
4-4-1.世界遺産センター内でのダーティルーム稼働
南硫黄島か ら父島に到着 した物資は、世界遺産センター内のダーティルーム(燃蒸室)に
燥蒸室の扉か ら搬入され、精密機器やサンプル以外の物資とゴミ類は冷凍庫で24時 間以上
冷凍された。冷凍できない精密機 器はダーティルーム内で混入物を発見しやすいよう白バ ッ
トの上に置き、エタノールによる拭き取 りと隊員各自による目視検疫を行った。
精密機 器類の 目視検疫の結果、センサーカメラや音声ロガーの中からミナミイオウヒメカ
タゾウムシ(翅の破片)、クモの仲間、ノミガイ類、ハネカクシの仲間、シンクリノイガの種、
アリの仲間が見つかった。
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図22.父 島へ到着 した物資 の検疫作業①
Figure22.(灘皿tineoperationofgoodsretu[medtOChichijimaisland①
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図23.父 島へ到着 した物資 の検疫作業②
Figure23.QuaiantineoperationofgoodsretumedtoChichijimaislamd②
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図24.父 島へ到着 した物資 に混入 していた ア リの仲 間
Figure24.AntSf()undfromthegoodsreturnedtoChichijinaisland
4-4-2.サンプル用ダーティルーム
持ち帰 られたサンプル類(ツルグレン装置にかける土壌サンプル)は 首都大学東京の施設
内のダーティルーム内で処理された。
このダーティルームは扉を閉め切ると室内が高温となるため、昆虫の生体サンプルの保管
のために昆虫飼育用恒温室(シーラケース製 冷や し虫家)を使用 した。サンプル処理を行 う
隊員にとっても高温状態が続 くのは望ましくないため、今後の調査では改善が求め られる。
土壌サンプルについては調査後の保管に際し、生物の逸出防止 と乾燥重量測定のため高温
処理を行い、土壌を乾燥させた。
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5.次回調査に向けての課題の整理
5-1.世界遺産センターへのイエシロア リ侵入対策
世界遺産センターでの物資の管理を開始してから1週 間経った5H31日 の朝、前室1と
クリーン倉庫内にイエシロア リの侵入が約10匹確認 された。これらはいずれ も死骸であ り、
燥蒸剤の成分により侵入後に死亡 したと考えられる。このため、物資への侵入 リスクは比較
的低かったと考えられる。
イエシロア リの侵入を受け、以下の対策を行った(日 時の詳細については表2を 参照)。
・目張 りの増強(テ ープをダク トテープへ変更、目張 り箇所 を増や した)
・通風孔以外の隙間をマスキングテープで塞いだ
・蛍光灯を外 し、ダク トテープとビニールで覆 った
・イエシロア リの侵入が初確認された時点でクリーン倉庫へ水を搬入済みだったため、梱包
をや り直 し、再度懐蒸を行った
・その後 クリーン倉庫へ搬入す る物資は全て厚手のビニール袋で密閉し、イエシロア リが倉
庫内に侵入 した場合に物資へ混入 しないように梱包 を徹底 した
・懐中電灯と粘着 トラップによって夜間侵入した場合の誘引を試みた
上記の対策を行ったが、5月31日の初確認後も5匹前後の侵入が前室1、検査 ・処置室へ
至る廊下、前室2で2回 確認 された。イエシロア リは雨の 日を除いてほぼ毎夜飛翔 していた
が、出発までに大規模なスウォームの発生がなかったことは幸運であったと言える。
今回は世界遺産センターの使用が初めてであり、イエシロア リの侵入の有無や量などにつ
いて予測不可能であった。6A5日 に天井裏の構造を確認したところ、施設の屋根 と壁部分
とのわずかな隙間が侵入経路である可能性があると考えられた。管理者である環境省により
隙間を塞ぐ作業が2017年度に行われている。
次のスウォームの時期が来た際に再びイエシロアリの侵入が起 こらないよ うな状態に施
設の整備が必要であると言える。
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図25.世 界遺産セ ンター にお ける隙間の シー リング作業(2018年2月6日 撮 影)
Figure25.SealingworkofthegapbetWeenthewallandtheroofoftheWorldHeritageCenter(2018/2/6)
5-2.世 界遺産セ ンターの使用方針の共有 について
、
?
ー
?
? /
一86一
今回の調査準備期間は他の調査隊の調査期間と重なってお り、検査 ・処置室を共有 して使
用することとなった。そのため、検査 ・処置室内の床を養生テープで半分に区切 り、物資の
保管場所を分けて使用 した。この際に相手の調査隊との間で、生物持込防止の方針に関する
共有ができていなかったのは課題の一つと言える。今回の使用は世界遺産センターが開所 し
て間がなく、施設側にこのような検疫に使用する際のマニュアルが確立されていなかったこ
と、よって利用者へ事前に通知 されなかったことが一因となり、相手側の物資が検査 ・処置
室へ搬入 される際にこちらから検疫の方針 と土や昆虫類の除去の必要性について伝達する
こととなった。
また、今回の事前準備においてクリーン倉庫の燃蒸を行 う際、オガサワラハンミョウの飼
育室への殺虫剤の流入が懸念されたため、燥嚥 の前に飼育室へ通じる通風孔を塞 ぐ措置をし
た。通風孔にはフィルターは設置 されていたが、燥蒸 した空気が実際に飼育室へどの程度届
くのか、換気扇の稼働等がどのように影響するのか等は未検証である。次回の調査でも同様
の措置を取ることが必須であるかどうか、今後検証が必要と思われる。
5-3.検疫におけるシフ ト作成について
今回、目視検疫 とエタノール処理は世界遺産センター内の検査 ・処置室に設置 した机の上
で行った。荷物のパッキングと同時に隊員各自により目視検疫 と検疫担当者による確認が行
われたが、隊員の数に対 して机の数が少なく、一度に実施す ることが不可能だったため、1日
の中でおよそ90分ごとに5人 程度ずつのシフ トを組み、交代制での作業とした。 しかし、
それでも室内は混雑する状況となった。
NHK隊 の装備品には機材が多く、ほとん どが再利用品で冷凍のできない精密機器 であっ
たため、エタノール処理と目視検疫を行った。機 材の数が多かったため当初の想定(90分)
よりも時間を要した。出発前は各種 ミーテ ィングや登墓海洋訓練等の予定が詰まってお り、
時間が限 られる。これ らとのバッティングによって検疫作業が疎かになる可能性を秘めてお
り、検疫に要する時間の確保、検疫担当者 を増員するなどの効率化を図る必要がある。
5-4.大型調査船内のサンプル逸出対策について
大型調査船内に設置 したダーティルーム内で一部の生物の逸出が起こった。ダーティルー
ム作成時、室内の隙間に対す る目張りはしたものの、ツルグレン装置やサンプルの容器(ダ
ンボール箱)に対 しては対策を行っていなかった。今後同様の調査を行 う際はダーティルー
ムか ら船内への逸出のみならず、その前段階としてのサンプルからダーティルームへの逸出
の防止についても留意すべきであろう。
5-5.首都大学東京小笠原研究施設内のダーティルームにおける高温対策について
今回ダーティルームとして選定 した首都大学東京小笠原研究施設内の部屋は 日当たりが
良く、高温 となったためサンプル処理を行 うのに適切な環境 とは言えなかった。同時期に調
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査を行う場合冷房の可能な部屋が望ましいが、その際にサンプルの逸出防止のため冷房機器
に昆虫等の生物の通 り抜けられないようなフィルターを設置するなどの工夫が必要と考え
られる。
5-6.冷凍後のゴミ類の処理について
調査後父島へ持ち帰 られた物資には大量のゴミ類が含まれてお り、冷凍後のそれ らの分類
(ペットボ トルは蓋をされていたが、冷凍後に全て外す必要がある)、父島内のクリーンセ
ンターへの持ち込み等に予想以上に人数 と時間を要した(4、5人で半 日程度)。
冷凍後の物資の洗浄や片付けは調査隊員を含む大人数で行った。
5-7.海 洋訓練後の磯足袋の再利用について
今回隊員が南硫黄島上陸時に使用 した磯足袋は、6月10日の海洋訓練で使用した後に再利
用 した物であった。海水洗浄による微小な動物の付着への効果はあったが、植物種子等が付
着 していた場合は南硫黄島へ侵入するリスクを除去できていなかったと言える。
海洋訓練では安全管理上の観点から実際に上陸で装着するものを使用 してお り、検疫の視
点からのリスク低減 と矛盾 した措置になり、付着物の除去は個人の目視検疫のみとなった。
今後の調査では訓練時に使用 したものではなく新品を用意する必要があるが、今回のよ うに
20名を超える人数の場合、訓練用と実際の上陸用の磯足袋の両方を用意することは現実的で
はない。次回の調査でこの点をどう改善するかとい うことは課題として残っている。
5-8.植物の種子に対する処理方法の課題について
植物の種子に対する冷凍処理について、環境省の種子保存マニュアルでは、多くの種子の
長期保存方法として冷凍が示されている。したがって、冷凍処理は種子の死滅に必ず しも有
効ではないと言える。しかし、一部の植物は 「難保存性種子」とされ、冷凍によって発芽能
力を喪失するタイプの種子を持つ(環 境省2009)。
小笠原の植物種については種子の性質に関する知見はほとんどなく、冷凍処理が実際にど
の程度の効果があるのかは不明である。科学委員会下部 新たな外来種の侵入 ・拡散防止に
関するワーキンググループ(2016)の中でも、ワーキンググループ委員からの助言事項とし
て 「冷凍処理では外来植物の種子を確実に死滅 させ ることはできない」とされている。
このことから、今回実施 した冷凍処理の植物の種子への冷凍効果は低いと考えられるが、
詳 しくは不明であると考えられる。
今回の調査では出発時点の物資のほとんどが生物の混入 リスクの低い新品であ り、冷凍 し
た再利用物資と共に全物品に目視による検疫を行った。よって、南硫黄島への種子持ち込み
リスクは低かったと考えられる。しかし、南硫黄島から持ち帰った後の物資のゴミは焼却処
分、精密機器類については目視検疫を行ったが、その他大多数の物資に関しては冷凍処理の
み実施 し、冷凍後の目視検疫は実施 していない。だが、隊の規模 と物資の量、作業人数、所
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要時間、使用可能な設備等から、現時点では持ち帰った物資の種子対策に実効性のある方法
は確立 していない。植物の種子には高熱処理が有効であることがわかっているが(科学委員
会下部 新たな外来種の侵入 ・拡散防止に関するワーキンググループ2016)、処理可能な素
材が限 られ、大規模に処理を行える設備 もない。次回調査時までには、この種子対策につい
て再検討する必要がある。
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Measurestopreventu血tentionaltransportofalienspeciesbytheexpeditionto
Minami-lwo一TbIsland
YbshieKAGAl*,TetSuroSASAK【1
1.institUteofBo血ology,NPO,Nishi-Machi,Chichij㎞a,Ogasawara-murqTokyo,100-2101
*kaga@ogasawara。orjp(authorfbrcorrespondence)
The2007expeditiontoinvestigate出enaturalenvironmentofM血ami-Iwo-ToIslandwas血e丘st
suchexpeditiontocarryoutco叫)rehensivequamntinemeasuresaimedatpreventingtheunintentional
transportofalienspeciestotheOgasawaraIslands.Thequarantineprocedureshnplementedinthe2017
expeditionwerebasedonthemethodsusedin2007.Quaran廿neprocedureswereconductedinthe
OgasawaraWorldHeritageCenter,whichwasbuiltinMay2017andhaspermanentquaran血efacilities
includingacleanroom,afUmigationroom,etc.Ifavailable,brand-newgoodsandequipmentwere
purchasedfbrtheexpedition.Goodsthatwerenotnewweretreatedwithfヒeezing,hightemperature,
ethanolwashlng,andsea-waterwashlngina"cleanroom"and/ora"dh寸yroom."Achecklistwas
implementedtoensurethatangoodsunderwentthenecessarytreatmentsteps.Ihsectsandmiceonthe
shipwereexte㎜血ated.Quara血ieworkwasmonitoredby血spectorsbo山血temalandextemalto血e
expeditionteam.Ihthisreport,wedescribeoperationaldetaisandissuestobesolved.
Keywords
Alienspecies,cleanroom,countermeasure,Quaiantine
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